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評者が特に興味を持った内容を 3 点紹介したい。1 つめは、アフリカは他の開発途上地域と比
べて、GDPに対する税収の割合が決して低いわけではなく、アフリカにおける課税を単に政府歳
入を増やすための手段ととらえるのは誤りであるという指摘である（第 2章）。2つめは、アフリ
カにおける天然資源の徴税に関して、金・銅などの鉱物は、原油・ガスなどのエネルギー資源よ
りも圧倒的に税を徴収できておらず、そこには構造的な理由があるという分析である（第 5 章）。
3 つめは、課税によってガバナンスが改善されるのは、国の徴税機関が他の政府機関と連携しな
がら税制改革を行う場合や、国民の政府に対する交渉力が納税を通じて高められる場合であると
いう見解である（第 8章）。これらを実現するのは容易ではないが、本書ではいくつかの成功例も
挙げられており、今後、課税を通じてガバナンスが改善する国が増えることを期待したい。 
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